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科学技術週間にあわせて、平成 年 月 日16 4 14
（水）に筑波農林研究団地統一の一般公開を実施

しました。

当研究所では 「次世代につなげよう 豊かな、

大地と環境」のメインテーマのもと、前年のアン

ケート調査の結果や実行委員会での反省点などを

踏まえ、内容の一層の充実を図り、 つの会場に5
おける研究成果の展示と、圃場における野菜の収

穫体験や小松菜の試食を行いました。

当日は、開始時間前から参観者が訪れ、受付時

間を早めて開始し、 名を超える参観者で賑1300
わいました。

また、心配された天候も終了間際に小雨がぱら

ついた程度で、無事一般公開を開催することがで

きました。

例年行っているアンケート調査では、貴重な意

見をいただいており、実行委員会の反省点と併せ

て、これらを参考に、来年も一層充実した一般公

開にしたいと思います。

主な展示内容

第1会場（正面玄関）化学環境部

ダイオキシン、カドミウム及び窒素の動態の

解明、農耕地や作物に対する汚染防止等の技術

開発について紹介しました。

第2会場（1階図書館前ホール）植生研究グループ

第２会場

日本産タンポポと西洋タンポポの交雑、在来

植物と外来植物との競争など、身近な自然の中

にみられる国際化について紹介しました。

第3会場（2階大会議室）地球環境部・農業環境イ

ンベントリーセンター

地球環境部では、地球温暖化がコメの生産に

及ぼす影響の予測、水田や畑から発生する温室

効果ガスのモニタリングや削減技術について紹

介しました。

農業環境インベントリーセンターでは 「農、

業環境」に住んでいる昆虫や微生物など、世界

に一つしかない標本の展示、土壌の標本展示や

画像での観察及び昆虫の標本作製体験を行いま

した。

第4会場（2階大会議室）生物環境安全部

「環境を守るために生物の機能を活かす」の

テーマで、セミナーを開催しました。

セミナー内容

・外来植物が産出する生理活性物質の化学生

態的役割

・昆虫フェロモンと害虫防除への利用

・病原菌を病気にして作物を守る

－果樹類紋羽病の新しい生物防除法－

第5会場（土壌モノリス館）

日本及び世界の各地から採取した土壌断面の

標本を詳細な調査データと共に展示しました。

第５会場
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